
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．精神看護学の基本的な考え方と精神看護を実践する者としての視点や態度を理解
　　できる。
２．精神の健康の定義を理解し、精神の健康と障害の3側面を理解できる。
３．こころのさまざまな働きとしくみについて理解できる。
４．日本における精神医学・精神医療の歴史について理解できる。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．精神看護学で学ぶこと
・精神障害をもつ人の病の体験と精神看護
・心のケアと日本社会
・精神看護の課題
２．精神保健の考え方
・精神の健康とは
・心身の健康に及ぼすストレスの影響
・心的外傷（トラウマ）と回復
・精神障害というとらえ方
３．心のはたらきと人格の形成
・心の働きとしくみと人格の発達
４．関係のなかの人間
・システムとしての人間関係
・全体としての家族
・人間と集団
５．社会のなかの精神障害
・精神障害と治療、日本における精神医学
・精神医療の歴史
・精神障害と文化・社会学
・おもな精神保健医療福祉対策とその動向

【テキスト／参考文献】

医学書院　系統看護学講座　専門分野　精神看護学[1]精神看護の基礎

【評価】

外部講師

分野 専門分野 科目名 精神看護学概論

時間 15時間 開講時期 1年次（後期）


